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Process

指 標

  指標の意義
・��医療の質の評価、胃がん術後管理の評価として在院日数を検証する。
・��術後に合併症、続発症が発生すれば、在院日数は長くなるため、短期での退院は、術後管理が適切に行われたと考え

られる。

  指標の計算式、分母・分子の解釈
各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈

分子 胃がん術後患者の術後在院日数の総和 胃がん術後（手術日を含まない）から退院日までの日数

分母 胃がんの手術を受け当該月に退院した患者数
計測期間内に「退院した」患者のうち、「胃がん」を主病名と
して入院し、入院中に全身麻酔による手術治療（開腹もしく
は腹腔鏡下による胃切除術、胃部分切除術）を受けた患者数

収集
期間 １ヶ月毎

調整
方法

  考察
【2015年年間数値報告】
最小値0.00　25％値19.67　中央値24.87　75％値33.96　最大値86.60
回答病院57病院
【考察・分析】
　回答病院は57病院（参加病院の64％）で、前年より3病院減少しています。昨年データのあったうち6病院が今年度
のデータ登録がありませんが、病院機能の変化によるものかどうかは不明です。57病院のうち年間通して回答があっ
たのは46病院で、11病院に未回答月がありました。年間通して回答があった46病院中、対象患者が年間10件以上
あったのは28病院で昨年より1件減少しています。
　中央値は前年より1.87日減少しています。最大値が昨年より20.6日増加していますが、最大値の病院では、対象患
者は5人ですが、200日を超える長期入院があったため長くなっています。昨年最大値だった病院では今年対象患者が
いなかったため最小値となっています。
　この指標は全体でも対象が少なく、対象患者数が少ない場合、術後在院日数がそのまま反映されるため、この指標だ
けでの術後管理評価は難しいため、各病院で対象症例の検証を行うなど工夫してください。民医連全体では、対象患者
数は25人（718人から743人）増加しています。
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